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舟形町が特別賞「チームワーク賞」を受賞

2023　ふながたまち重大ニュース

そうだね。雪が降っても安心だね。

町職員の給与等のあらまし

ふなトピ

まちかど掲示板

地域おこし協力隊コラム「舟形見聞録」

新刊書の紹介、舟形文芸ひろば

二十四節気  舟形の暮らし、舟形まんぷく物語、カメラアングル

第４回縄文の女神ペーパークラフトデザインコンテスト

　町では、令和６年12月に町制施行70周年を迎えるにあたり、町民のみなさんと祝う
とともに、さらなる発展に向けた「町制施行70周年記念事業」を企画しています。

　たくさんのご応募ありがとうございました。審査を行なったところ次のとおり
となりましたのでお知らせします。（応募作品36作品）
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　12月９日、舟形ほほえみ保育
園発表会がありました。園児たち
は発表会用のきらびやかな衣装を
身にまとい、一生懸命練習したダ
ンスや劇、歌や太鼓を披露しまし
た。

表紙の紹介

DEC 2023
VOL.77812

勝手に舟形盛り上げ隊「わ＋｣、ほほえみ保育園（年

中児）、踊り泉会、めがみちゃん

制作協力

舟形町CM「ふながたのたからものたいそう♪」

こちらのＱＲコード
よりすべての市町村
のＣＭがご覧いただ
けます。

　振
付
け
や
歌
な
ど
大
変
な
演
出
が
多
か
っ
た

か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
良
い
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
生
み
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
温
か
み
の
あ
る

作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
老
若
男
女
問

わ
ず
口
ず
さ
め
る
よ
う
な
替
え
歌
も
面
白
い
で

す
。　モ

チ
ー
フ
の
「
縄
文
の
女
神
」
を
あ
え
て
ラ

イ
ト
な
感
覚
で
伝
え
て
お
り
、
親
し
み
や
す
い

作
り
で
感
心
し
ま
し
た
。

　テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
は
じ
め
企
画
・
出
演
ま
で

「
た
か
ら
も
の
」
で
あ
る
町
民
の
み
な
さ
ん
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
そ
の
お
か
げ
で
「
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
賞
」
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
舟
形

町
を
盛
り
上
げ
る
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　今
回
の
作
品
は
広
報
ふ
な
が
た
お
知
ら
せ
版

で
の
公
募
に
よ
り
「
わ
＋
」
の
ア
イ
デ
ア
に
決

定
し
ま
し
た
。

　「
わ
＋
」
に
よ
る
振
付
け
で
、
町
の
元
気
な

「
た
か
ら
も
の
」
を
Ｃ
Ｍ
に
収
め
ら
れ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
左
上
の
画
面
の
手
話
で

の
歌
詞
の
表
現
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　舟
形
町
ま
ち
づ
く
り
課
企
画
調
整
係

　☎（
３２
）
０
１
０
４

舟形町が祝
特別賞｢チームワーク賞｣を受賞
　１２月１３日、第２３回山形ふるさとＣＭ大賞が山形テレビで放送され、

国宝「縄文の女神」と舟形町の宝物をテーマにした作品（一般部門）が、

特別賞「チームワーク賞」を受賞しました。これから山形テレビで１５０

回以上放送される予定です。みなさんぜひご覧ください。

舟形町町制施行70周年記念事業
ロゴマーク　受賞者発表

グランプリ　吉田　瑠歌さん（大阪府）

優秀賞　　信夫　貴吉さん（長者原）

　　　　　小野寺佑希さん（福島県）

特別賞　　藤本　莉奈さん（実栗屋）

　　　　　勝手に舟形盛り上げ隊「わ＋」

「
わ
＋
」
沼
澤
飛
鳥
さ
ん
よ
り

Ｃ
Ｍ
担
当
者
よ
り

審
査
員
か
ら
の
講
評

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー

坂
本
　
和
加
　
審
査
員

ぷらす

▼問い合わせ／

舟形町まちづくり課

企画調整係

☎（３２）０１０４
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舟
形
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防
団
安
全
祈
願
祭
・
出
初
式
（
８
日
）

▼
第
35
回
新
春
町
民
な
わ
と
び
大
会
（
22
日
）

▼
第
15
回
Ｂ
＆
Ｇ
全
国
サ
ミ
ッ
ト
10
年
連
続「
特
Ａ
」表
彰
（
24
日
）

▼
舟
形
町
教
育
功
労
者
表
彰
式
（
14
日
）

▼
ゼ
ロ
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ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
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27
日
）

▼
舟
形
中
学
校
卒
業
式
（
14
日
）

▼
舟
形
小
学
校
卒
業
式
（
18
日
）

▼
第
３
回
縄
文
の
女
神
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
デ
ザ
イ
ン

　
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
（
22
日
）

▼
ほ
ほ
え
み
保
育
園
卒
園
式
（
27
日
）

▼
ほ
ほ
え
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保
育
園
入
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（
６
日
）

▼
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形
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（
８
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▼
舟
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中
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入
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（
８
日
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▼
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挙
（
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日
）

▼
舟
形
中
学
校
運
動
会
（
29
日
）

▼
春
季
消
防
演
習
（
３
日
）

▼
舟
形
町
と
㈱
ク
リ
エ
イ
ト
礼
文
と
の
東
北
農
林
専
門

　
職
大
学
生
等
向
け
ア
パ
ー
ト
の
運
営
等
に
関
す
る
連

　
携
協
定
締
結
式
（
16
日
）

▼
松
橋
わ
ら
び
園
オ
ー
プ
ン
（
20
日
）

▼
舟
形
小
学
校
運
動
会
（
21
日
）

▼
長
沢
地
区
連
合
会
設
立
総
会
（
25
日
）

▼
第
９
回
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク
カ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
in
舟
形
（
11
日
）

▼
舟
形
町
消
防
ポ
ン
プ
操
法
審
査
会
お
よ
び
ポ
ン
プ
性
能

　
検
査
（
25
日
）

▼
桧
原
地
区
農
地
整
備
事
業
安
全
祈
願
祭
（
30
日
）

▼
舟
形
町
夏
季
非
常
招
集
訓
練
（
２
日
）

▼
東
北
農
林
専
門
職
大
学
学
生
等
向
け
ア
パ
ー
ト
起
工
式
（
３
日
）

▼
ふ
な
が
た
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ  

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ  

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
（
６
日
）

▼
舟
形
小
学
校
、
県
赤
十
字
大
会
で
金
色
有
功
章
を
受
章
（
13
日
）

▼
世
田
谷
区
舟
形
町
児
童
交
流
学
習
事
業
（
22
〜
24
日
）

▼
ス
マ
ホ
講
座
開
始
（
１
日
）

▼
縄
文
の
女
神
の
日
（
４
日
）

▼
麻
布
地
区
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
in
舟
形
（
４
〜
６
日
）

▼
縄
文
の
女
神
ま
つ
り
（
６
日
）

▼
舟
形
若
あ
ゆ
温
泉
開
業
30
周
年
（
12
日
）

▼
戦
没
者
追
悼
式
（
14
日
）

▼
舟
形
町
二
十
歳
の
祝
賀
式
（
14
日
）

▼
㈱
小
野
商
会
ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
山
形
月
山
と
の
災
害
時

　
に
お
け
る
飲
料
水
の
提
供
に
関
す
る
協
定
締
結
式
（
21
日
）

▼
舟
形
小
学
校
奉
納
さ
ば
ね
山
相
撲
大
会
（
24
日
）

▼
舟
形
本
町
地
域
づ
く
り
協
議
会
合
同
防
災
訓
練
（
３
日
）

▼
第
40
回
ふ
な
が
た
若
鮎
ま
つ
り
（
９
・
10
日
）

▼
ほ
ほ
え
み
保
育
園
運
動
会
（
16
日
）

▼
舟
形
町
敬
老
祝
賀
式
（
21
日
）

▼
舟
形
若
あ
ゆ
温
泉
開
業
30
周
年
記
念
式
典
（
22
日
）

▼
第
31
回
舟
形
町
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
８
日
）

▼
第
19
回
舟
形
町
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会
（
15
日
）

▼
港
区
交
流
50
周
年
記
念
植
樹
式
（
20
日
）

▼
舟
形
町
総
合
防
災
訓
練
（
21
日
）

▼
舟
形
小
学
校
創
立
10
周
年
記
念
式
典
（
22
日
）

▼
舟
形
小
学
校
め
が
み
学
習
発
表
会
（
22
日
）

▼
町
内
会
地
域
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
始
（
25
日
）

▼
舟
形
中
学
校
舟
友
祭
（
28
日
）

▼
舟
形
町
自
治
功
労
表
彰
式
（
１
日
）

▼
第
32
回
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
３
日
）

▼
舟
形
町
総
合
文
化
展
（
10
〜
19
日
）

▼
ふ
な
が
た
家
族
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
（
14
日
）

▼
第
23
回
山
形
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞

　
特
別
賞
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
賞
」
受
賞
（
16
日
）

▼
第
４
回
縄
文
の
女
神
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
デ
ザ
イ
ン

　
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
（
20
日
）

▼
高
齢
者
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
22
日
）

▼
舟
形
町
冬
季
ポ
ン
プ
性
能
検
査
（
３
日
）

▼
舟
形
ほ
ほ
え
み
保
育
園
発
表
会
（
９
日
）
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主
な
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事

主
な
出
来
事

2023 ふながたまち
　旧飯倉小学校との児童交
流に始まり、友好都市とし
て歴史を刻み、港区と舟形
町の交流は50周年を迎え
ました。８月17日、港区
役所において、港区と舟形

町は「食料、飲料水、および生活必需品の提供」や
「避難者の受入れ」など、７項目について、災害時相
互協力協定を締結しました。

港区交流50周年、港区と災害時
相互協力協定を締結　最上小国川および夫婦川

の増水により浸水被害を受
けていた寺下地区（舟形第
３、第４）への対策として、
県と町が令和３年度から
３ヵ年におよぶ築堤工事を

実施。町は常設の排水ポンプ３台と可搬式排水ポンプ
３台の設置工事を令和４年度から着手し、６月20日
に完成しました。長年の懸案事項であった寺下地区の
排水対策が進みました。

寺下地区排水対策完成

　７月下旬から９月中旬に
かけ、連日の猛暑日に加え
雨が極端に少なく、農作物
に大きな影響を与えました。
この影響を受けて町の基幹
作物である米の品質が低下

し、うるち米の１等米比率は67.3％と令和４年産米
実績と比較し26.7ポイント（11月15日現在 ＪＡおよ
び米集分、最上総合支庁農業技術普及課調べ）低下し
ました。高温に強い米づくりを推進していきます。

高温少雨により､一等米比率の大幅低下
　令和５年度に創立10周
年を迎えた舟形小学校。
10月22日には記念式典が
行われました。また、今年
は青少年赤十字より「金色
有功章」を受章、第56回

ＹＢＣ読書感想文「本の森たんけん」で学校賞を受賞、
組織的な健康教育が山形県健康推進学校表彰最優秀校
に選ばれるなど、多くの賞を受け、創立10周年に花
を添える受賞ラッシュとなりました。

創立10周年舟形小学校､受賞ラッシュ

　東北農林専門職大学学生
用アパート10戸と職員用
８戸への入居申込みが好評
となっています。このアパ
ートは、舟形町と㈱クリエ
イト礼文との東北農林専門

職大学生等向けアパートの運営等に関する連携協定書
に基づき建設が進められています。開校に合わせ町で
は総合プロジェクトチームによる学生の受入れ体制の
整備が進んでいます。

東北農林専門職大学学生の受入れ体制の整備が進む
　８月27日、一の関大橋
河川敷付近で、舟形中学校
の生徒を対象に鮎釣り体験
講座が初めて開催されまし
た。この講座は、鮎釣りを
とおし郷土愛の醸成と文化

の継承を図ることを目的としています。当日は15名
の講師の指導のもと、生徒22名が最上小国川におと
り鮎を泳がせ、伝統ある鮎釣りを楽しみました。町と
最上小国川清流未来振興機構の共催で行われました。

第１回鮎釣り体験講座in舟形

　新型コロナウイルス感染
症が５類に移行され、町で
の行事、イベントが次のと
おり再開されました。
　春季消防演習（５月）、第
９回ヒストリックカーミー

ティングin舟形（６月）、世田谷区舟形町児童交流学習事
業（７月）、第40回ふながた若鮎まつり、舟形町敬老祝
賀式（９月）、第32回芸能フェスティバル（11月）など

新型コロナウイルス感染症が５類
に移行され、４年ぶりの開催

　平成30年度に各町内会
のワークショップで話し合
われ、令和元年に作成した
５ヵ年の計画である「町内
会びじょん」。今年度はそ
の最終年度であり、振り返

りと次期のびじょんの検討のため、各町内会でワーク
ショップが行われました。参加者からは「またみんな
で集まる良いきっかけとなった｣との意見がありました。

５年間を振り返り、
町内会地域づくりワークショップ

　11月、国道13号の拡幅
工事に伴い、平成８年度か
ら27年間使用してきた役
場第二庁舎の解体が行われ
ました。跡地の利用方法に
ついては、町民の利便性に

配慮し、有効活用できるように検討を進めています。
なお、跡地の一部にある山交バスのバス停には、仮設
の待合室として使用するためのプレハブを設置し、待
ち時間を快適に過ごせるように活用しています。

 第二庁舎解体
　令和６年度に迎える町制
施行70周年を記念して、
町内で撮影された８mmフ
ィルムを掘り起こし、多世
代の町民が関わる地域映画
づくりを行なっています。

９月21日、山形放送㈱の小坂憲央アナウンサーによ
るインタビュー講座を受けた舟形中学校３年生41名。
28日には昭和の舟形を知る町民のみなさんへのイン
タビューを実際に行い、映画づくりに参加しました。

町制施行70周年に向けた地域映画づくり

重大ニュース重大ニュース
　５月８日、新型コロナウイルス感染症が５類に移行された2023年。
　６～８月の日本の平均気温は1898年の統計開始以降で最も高くなり、みなさんの生活や農作物の成長に
大きな影響を与えた１年となりました。また、熊による人身被害が全国で相次ぎ、大きな話題となりました。
　今年はたくさんの行事やイベントが開催された舟形町。１年間を振り返ってみましょう。
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そうだね。
雪が降っても安心だね。

　舟
形
町
を
含
む
最
上
地
方
に
雪
が
多
い
理

由
は
、「
日
本
海
」
と
「
奥
羽
山
脈
」
の
影
響

に
あ
る
よ
う
で
す
。
日
本
で
は
、
冬
に
大
陸

か
ら
北
西
の
季
節
風
が
吹
き
ま
す
。
そ
の
季

節
風
は
日
本
海
を
渡
る
と
き
、
対
馬
海
流
と

い
う
暖
流
か
ら
上
る
た
く
さ
ん
の
水
蒸
気
を

含
み
ま
す
。
湿
っ
た
空
気
は
雲
に
な
り
、
季

節
風
に
乗
っ
て
高
い
山
に
つ
き
あ
た
り
ま

す
。
雲
は
「
奥
羽
山
脈
」
上
空
の
冷
た
い
空

気
に
冷
や
さ
れ
て
雪
に
変
わ
り
山
沿
い
に
降

り
ま
す
。
【
図
１
】

　町
内
に
は
ア
メ
ダ
ス
観
測
所
が
な
い
た

め
、
独
自
の
降
雪
観
測
を
行
な
っ
て
い
て
、

長
年
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
ま
す
。
町
内

観
測
地
点
の
う
ち
、
上
の
【
グ
ラ
フ
１
】
は

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
積
雪
深
の
一
部

を
グ
ラ
フ
に
し
て
も
の
で
す
。
平
成
２９
年
が

３
０
０
㎝
と
過
去
最
高
と
な
っ
て
い
て
、
雪

が
多
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

な
ぜ
、

舟
形
に
雪
が
降
る
？

町
の
道
路
除
雪

冬
で
も
安
全
な
交
通
を
確
保

　町
で
は
雪
の
中
で
の
安
全
な
交
通
の
確

保
な
ど
を
目
的
に
、
町
道
除
雪
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
独
自
に
小
型
ロ
ー
タ
リ
除
雪

車
を
導
入
す
る
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
道

路
除
雪
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
除
雪
事
業

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
出
動
基
準
／
１０
㎝
以
上
の
新
雪
が
観
測
、

　ま
た
は
予
想
さ
れ
る
と
き

▼
出
動
判
断
時
間
／
原
則
、
午
前
１
時
３０

　分
と
午
前
４
時

▼
除
雪
路
線
／
町
道
や
公
共
施
設

　１
０
９
．９
㎞
（
令
和
５
年
度
）

▼
除
雪
体
制
／
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
１１
台

　（
う
ち
小
型
２
台
）、
除
雪
ド
ー
ザ
２
台

　ま
た
、
万
が
一
の
機
械
ト
ラ
ブ
ル
に
も

備
え
て
予
備
の
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
を
２
台

用
意
し
て
い
ま
す
。

通
勤
・
通
学
を
支
え
る
冬
の
仕
事

　町
内
全
域
を
第
１
〜
１３
工
区
に
区
分
し

て
実
施
し
て
い
て
、
除
排
雪
業
務
を
担
当

す
る
事
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
で
き

る
だ
け
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
熟
知
し
た
工
区

を
担
当
で
き
る
よ
う
、
同
一
事
業
者
に
よ

る
同
一
箇
所
の
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

計
７
事
業
者
、
町
内
在
住
の
２６
名
の
熟
練

し
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
私
た
ち
の
通
勤
や

通
学
を
支
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
今
年
度
は
町
内
４
ヵ
所
の
道
路

に
積
雪
観
測
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
サ
ー
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
は
、

一
般
公
開
用
で
は
な
く
、
受
託
事
業
者
が

活
用
し
、
深
夜
早
朝
の
見
回
り
の
軽
減
と

天
候
の
急
激
な
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
ま
す
。

　一
般
公
開
向
け
と
し
て
、
県
で
は
山
形

県
雪
情
報
シ
ス
テ
ム
で
降
雪
量
予
測
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
活
用
く
だ
さ
い
。

除排雪業務除雪車オペレーター
～ お互いにマナーを守りながら､ご協力を ～

　交通の増える出勤時までに町道や生活道路の除雪を終えるために、
午前１時30分くらいから除雪を開始しています。それから午前８時
まで除雪を行います。加えて降雪が多いときにはその後に続けて排雪
を行い、夕方くらいまでかかることもあり、大変な仕事でもあります。
担当している地区の町民の方に頼りにもされていると感じながら、冬
の生活の改善のため、責任感を持って除排雪に取組んでいます。町で
は例年同じ工区に担当者を割り当てるなど、安全性がより高く、効率
的に取組んでくれていると感じています。
　大雪になれば作業にどうしても遅れが生じることがありますし、雪
の捨て場に困ることはありますが、事業者も町民の方もお互いにマナ
ーを守りながら、ご協力をいただきたいです。
　今後は後継者の育成などにも力を入れ、持続可能な除排雪を目指し
ていきたいと思います。

山形県雪情報システム

～interview～　インタビュー

第７工区担当
㈲丸産機興
奥山　政憲さん

　舟形町は町内全域が特別豪雪地帯となっていて、冬の私たちの生活は雪と切っても切

り離すことのできないものとなっています。町では私たちが安心して“雪国で暮らす”

ための取組みが行われています。

【図１】

奥
羽
山
脈

日本海
シベリア
大陸

水蒸気

空気が冷やされて
雪に変わる

上空の冷たい空気

農村環境改善センターの最大積雪深
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ふながた楽々あったか100歳住宅建築補助金を活用して
～ より暖かくリフォーム ～

再生可能エネルギー
設備等導入設置費補助金
　大地熱を利用した融雪設備を含めた
再生可能エネルギー設備などを導入す
る方に、補助金を交付しています。

太陽光発電設備
・対象システムの公称最大出力１ｋＷ
　当たり ６万円（上限24万円） 
木質バイオマス燃焼機器
・購入設置費の1/6（上限10万円）
雪氷熱利用設備
・設備経費の1/5（上限100万円） 
大地熱利用設備
・設備経費の1/5（上限100万円）
▼問い合わせ／
　舟形町まちづくり課企画調整係
　☎（３２）０１０４

　子ども部屋をリフォームする際に、ふながた楽々あったか100
歳住宅建築補助金を活用しました。寒さが厳しい冬にありがた
い、高機密・高断熱の部屋にすることができました。リフォーム
を検討した当初は、トリプルガラスにすることは考えていません
でしたが、実際に導入すると断熱性能が高いだけでなく、結露が
発生しにくく、遮音効果もあり、子どもも家族みんなも快適に過
ごすことができています。

～interview～　インタビュー

仲野　春華さん
（経壇原）

冬
の
く
ら
し
が
快
適
に

　冬
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

く
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
生
活
す
る

場
で
あ
る
住
居
で
の
雪
や
寒
さ
へ
の
対
策

も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　町
で
は
き
め
細
や
か
な
対
応
を
す
す
め

て
い
て
、
冬
の
く
ら
し
が
快
適
に
な
る
補

助
事
業
を
独
自
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
ら
備
え
る

断熱材施行中の
あったか100歳
住宅

　排
雪
に
要
す
る
経
費
削
減
の
た
め
、
令

和
２
年
度
か
ら
農
地
で
の
運
搬
排
雪
を
せ

ず
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
な
ど
に
よ
る
雪
割
り
に

よ
る
融
雪
促
進
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
春
の
路
線
開
け
は
で
き
る
だ
け
融
雪

後
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
雪
割
り
作
業
は
、

運
搬
排
雪
に
比
べ
て
作
業
に
か
か
る
費
用

が
約
８０
％
削
減
さ
れ
ま
す
。

　ま
た
、
降
雪
期
に
は
、
町
道
除
雪
に
関

す
る
こ
と
な
ど
、
多
数
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
す
が
、
個
人
か
ら
の
要
望
は
ご
遠

慮
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
平
等
で
効
率

的
な
除
雪
の
た
め
、
町
内
ご
と
に
取
り
ま

と
め
、
要
望
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

町
か
ら
の
お
願
い

　生
活
道
路
は
、
国
道
・
県
道
・
町
道
に

は
該
当
し
な
い
も
の
の
、
日
常
的
に
使
用

さ
れ
生
活
に
不
可
欠
な
道
路
で
す
。

　町
で
は
こ
の
生
活
道
路
の
除
雪
も
行
い
、

冬
期
間
の
交
通
を
確
保
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
除
雪
路
線
に
は
次

の
路
線
認
定
基
準
が
あ
り
ま
す
。

▼
生
活
道
路
除
雪
路
線
認
定
基
準
／

・
お
お
む
ね
延
長
２０
ｍ
以
上

　

・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
な
ど
で
あ
る
こ
と

・
後
期
高
齢
者
世
帯
な
ど
除
雪
が
困
難
な

　世
帯
が
あ
る
こ
と

　

・
町
内
会
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と

　な
ど

　そ
の
た
め
、
町
で
は
生
活
道
路
の
整
備

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
補
助
金
は
舗

装
の
工
事
に
か
か
っ
た
費
用
の
９０
％
を
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
し
て
い
ま
す
。

生
活
道
路
の
除
排
雪
と
整
備

バックホウによる
排雪活動

舟形町独自仕様ロータリ除雪車
M型シュートを全台に装備！

融雪設備導入補助金
　町内の住宅に消融雪設備を導入された方に
対し支援を行います。
※県のリフォーム補助金も併用できます。
▼対　象／消融雪設備の導入に要した費用
▼補助率／工事費の1/2
▼上　限／新築住宅上限100万円
　　　　　リフォーム上限70万円
▼問い合わせ／舟形町地域整備課建設企画係
　　　　　　　☎（３２）０９１５

生活道路整備費補助
▼補助要件／
・おおむね延長20ｍ以上
・完成時の幅員が2.5m以上であること
・完成時にアスファルト舗装またはそれに準
　じる構造であること
・１戸以上の住宅があること
・町内会の同意が得られていること
▼補助率／工事費の90%
▼問い合わせ／舟形町地域整備課建設企画係
　　　　　　　☎（３２）０９１５

ふながた楽々あったか100歳住宅建築補助金
　高断熱施工等で「いつも」｢いつまでも」暖かく生活できる住宅
を施工した方へ支援を行います。
ふながた高断熱住宅
　▼対　象／トリプルガラス＋高性能断熱材による断熱住宅
　▼補助率／工事費の2/3
　▼上　限／新築住宅上限100万円、リフォーム上限30万円
やまがた省エネ健康住宅
　▼対　象／やまがた省エネ健康住宅認定証の交付を受けた住宅
　▼上　限／１棟につき50万円補助。
　▼問い合わせ／舟形町地域整備課建設企画係
　　　　　　　　☎（３２）０９１５

延べ
12件活用！

（H28から実施）

 延べ
 ８件活用！
（R4から実施）

 延べ
 ５件活用！
（R5から実施）

※投雪部の可動範囲が広く、きめ細やかな除雪ができます。
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～interview～ インタビュー

雪を“体験”　真夏の世田谷で雪だるまづくり
　毎年８月に東京都世田谷区で開催される「せ
たがやふるさと区民まつり」のふるさと物産展
に舟形町は長年参加しています。
　そこに、前の年の新雪を特殊な方法で保存し
たものを持参。まつりに参加した子どもたちに
「さらさらの雪」と触れあってもらいました。
猛暑日の気温に迫った真夏の世田谷でかわいい
雪だるまが完成しました。

地域支え合い除排雪活動
支援事業を活用した
除排雪活動（実栗屋地内）

　冬
期
間
も
安
全
・
安
心
に
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
は
、
町
民
、
事
業
者
、
行
政
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
再
認
識
し
、
協

働
に
よ
る
雪
対
策
の
取
組
み
を
進
め
る
と

と
も
に
、
雪
処
理
の
担
い
手
を
確
保
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　町
で
は
地
域
に
応
じ
た
課
題
の
解
決
に

向
け
た
補
助
事
業
も
積
極
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。 地

域
で
支
え
る

地域支え合い除排雪活動支援事業を活用して
～ 若い世代にも参加を呼びかけながら ～

　長沢第３町内会は、以前から近所づきあいの一環として、
雪に困っている高齢者宅などの間口や軒下の除排雪をグルー
プで行なってきました。近年、メンバーも高齢化してきてお
り、担い手の確保が課題です。地域支え合い除排雪活動支援
事業を活用し、地域にあった方法で、若い世代にも参加を呼
びかけながら活動を継続していきます。

家庭用除雪機購入補助事業補助金を活用して
～ 地域の除雪に貢献 ～

　町の補助金を活用して除雪機を購入し、自宅の除雪
のほか、近所の高齢者宅の除雪などを行なっています。
また、高齢者世帯等除雪サービス事業の「協力者」と
して登録しています。補助金があることでひとまわり
大きな除雪機を購入でき、作業効率が良いので、地域
の除雪に貢献できています。

　富田地区では、以前から地域の中で雪に困っている
高齢者世帯などに善意で除排雪をしてくれる方がいま
す。一方、知り合いだからこそ除排雪を頼みにくく遠
慮し、無理をしながら除雪をされる方もいます。要件
に合えば、高齢者世帯等除雪サービスを使うことがで
きます。私たち民生児童委員にご相談ください。

地域運営組織「有償ボランティア除雪」
～ 地域のみなさん、活用ください ～

　富長地区と堀内地区の地域運営組織では、それぞれ令和３
年と令和２年から有償ボランティア除雪を実施していて少し
づつ活用いただいています。今年度行なっている町内会地域
づくりワークショップでも雪について不安に感じている高齢
者の方がいらっしゃいます。この制度を知り、活用いただけ
ることで冬季間でも安心して生活できると思います。

高齢者世帯等除雪サービス事業について
～ まずは相談を ～

長沢第３町内会
会長　
叶内　安繁さん

森　茂則さん
（洲崎）

民生児童委員
石山　浩さん
（富田第２）

集落支援員
有路　正文さん

地域支え合い除排雪活動支援事業
　除雪組織を設置し、「地域の除雪課題」を解決する
ための取組みを行う町内会について、自助・共助・
公助に照らし合わせながら行う活動の経費を助成す
るものです。
▼条件／
・雪に関する窓口組織を設置すること。
・町内会内での除雪に関する「困りごと相談」を受
　けて対応すること。
▼支援の内容／５万円を上限に「地域の除雪課題」
の解決に資する経費（借り上げ料、使用料、人件費、
保険料など）を交付。
▼問い合わせ／舟形町まちづくり課地域支援係
　　　　　　　☎（３２）０１０４

地域運営組織「有償ボランティア除雪」
地域運営組織（長沢）
　▼対象者／地区にお住まいの方
　▼内容／除雪機による除雪（１時間程度）
　▼個人負担／1,000円/１回
　▼協力者への支払い／２人組で１回4,000円
　▼問い合わせ／生涯学習センター
　　　　　　　　☎（３２）１８８０
地域運営組織（富長・堀内）
　▼対象者／地区にお住まいの方
　▼内容／除雪機による除雪（１時間程度）
　▼個人負担／2,000円/１回
　▼協力者への支払い／２人組で１回5,000円
　▼問い合わせ／農村環境改善センター
　　　　　　　　☎（３２）１８８５

高齢者世帯等除雪サービス事業
▼対象／所得税非課税世帯で、自力または親族等
の協力による除雪が困難な世帯で
・おおむね65歳以上の高齢者のみの世帯
・心身障がい者のみの世帯　など
▼作業の内容と費用／
玄関前等、日常通路と非常口の除雪
・１回につき900円（町道除雪稼働日のみ）
雪下ろしと窓まわりの除雪
・１人につき14,000円　（半日の場合は半額）
重機（バックホウ等）が必要と町が認めた場合
・70,000円を上限に助成し、１割を自己負担  など
▼問い合わせ／舟形町健康福祉課福祉係
　　　　　　　☎（３２）０６５５
　　　　　　　または地区民生児童委員

家庭用除雪機購入補助事業補助金
　購入する新車の家庭用除雪機または新品の除雪
用アタッチメントに対して、補助金を交付します。
▼対象／町内に住所を有する方または町内に事業
　　　　所を有する事業者　など
▼補助対象／
新車の家庭用除雪機（除雪幅が600mm以上）など
▼補助金／購入費の１/４以内（10万円上限）
　※高齢者世帯等除雪サービス事業の協力者等は
　　20万円上限。
▼問い合わせ／舟形町まちづくり課地域支援係
　　　　　　　☎（３２）０１０４
　　※今年度の受付は終了しました。

 富長4件
 堀内2件
 活用！
（R4実績）

 24団体
 活用！
（R4実績）

 89件
 活用！
（R4実績）

延べ
256件
活用！
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65,839

9.9%

665,243

574,200

70,747

12.3%

592,117

63,761 61,723 58,592

11.4% 11.6%
10.2%

559,880
530,152

574,956

70,146

11.9%

町職員の給与等のあらまし
　｢舟形町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、
町職員の給与や勤務条件等について公表するものです。

（注）１．職員手当には退職金を含みません。
　　　２．令和５年度当初予算に計上した職員数
　　　　　および給与額です。

（注）人件費には、特別職に支給される給料・議員報酬等の
　　　各種報酬を含みます。

（令和４年度の支給割合）

（令和5年4月1日現在）
３．職員の期末・勤勉手当

６．特別職の報酬等
９．職員の服務の状況

11．福利厚生事業の実施状況 （令和４年度の実績）

（令和５年４月１日）

区　　　分 給料月額等

町　　長

副 町 長

教 育 長

議　　長

副 議 長

議　　員

町　　長

副 町 長

教 育 長

議　　長

副 議 長

議　　員

820,000円

620,000円

575,000円

310,000円

250,000円

230,000円

給
　料

報
　酬

（令和５年度）２．職員給与費の状況
歳出総額･人件費率の推移

１．人件費の状況
職員数（Ａ）

職員１人当たりの給与費
（Ｂ）/（Ａ）

76人

給　　料

職員手当

期末･勤勉手当

計（Ｂ）

2億6,123万円

5,784万円

9,989万円

4億1,896万円

551万円

給与額

期
末
手
当

（令和４年度の支給割合）
6月期 1.6月分 
12月期 1.6月分 
 　計 　3.2月分 

区　　分
期末手当
勤勉手当

６月期
1.2月分
1.0月分

12月期
1.2月分
1.0月分

計
2.4月分
2.0月分

（令和４年度）５．職員の退職手当
区　　　　分 自己都合

支給率

勧奨、定年

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

19.6695月分
28.0395月分
39.7575月分
47.709月分

24.586875月分
33.27075月分
47.709月分
47.709月分

その他の加算措置　定年前早期退職特例措置（2～45%加算）

区　分 支給総額

令和３年度

令和４年度

2,579万円

2,748万円

職員1人当たり
選挙等の時間外勤務手当を除いた場合

33万円

36万円

支給総額

2,171万円

2,315万円

職員1人当たり

28万円

30万円

７．時間外勤務手当・特殊勤務手当の支給状況

８．職員数の状況

部　門
実　　　　　績　　　　　数 対前年の増減数

一般職員
（うち再任用職員）

平成30

74人
（2人）

令和元

73人
（3人）

令和２

75人
（5人）

令和３

76人
（5人）

令和４

78人
（5人）

令和５

80人
（4人）

増減数
（令和５ー令和４）

2人（2.6％）

126万円 65万円 56万円 5万円 1.6万円

・総付与日数
・総休暇取得日数
・平均取得日数（1人当たり）
・消化率

2,890日
838日
10.9日
29.0％

勤務時間

　休暇等の状況

　職員数 77人

・無

・始業時間　　午前８時30分
・終業時間　　午後５時15分
・休憩時間　　正午～午後１時

懲戒処分等の状況

10．研修の状況

（注）１．山形県市町村職員互助会とは、県内の全市町村職員が加入する団体で、共済組合で行う事業の補完的事業（結婚祝金、
　　　　　弔慰金、災害見舞金等）を行なっています。
　　　２．職員健康診断委託料は、住民の方々が行う健康診断・職場で行う健康診断と同様に、循環器検診や胃ガン検診等を実
　　　　　施しています。
　　　３．家族弔慰金は、職員や職員の同居親族等が亡くなった場合に、お悔やみ代として１件当たり５千～１万円を交際費よ
　　　　　り支出しています。

公費支出の状況
内　訳

山形県市町村
職員互助会費

職員健康診断
委託料 家族弔慰金 職員１人当たり

の公費支出額

（注）１．令和３年度中には、第49回衆議院選挙対応が含まれています。
　　　２．令和４年度中には、第25回参議院選挙および山形県議会議員選挙対応が含まれています。
　　　３．特殊勤務手当には、防疫等作業手当がありますが、令和４年度中に支給した手当はありません。

（令和４年１月１日～
　 令和４年12月31日）

【町職員給与の決定のしくみ】
　町職員の給与は、民間給与の調査に基づく国の人事院勧告や県人事委員会の勧告を踏まえ、他の地方

公共団体などとの均衡を考慮したうえで定められています。

舟形町（令和５年１月１日現在）

４．職員の平均給料月額および平均年齢の状況

区　分

一般行政職
技能労務職

平均給料月額
293,796円
-

平均年齢
40歳6月
-

▼ 問い合わせ／舟形町総務課総務係　☎（32）2111

【職員数の適正な管理】

【これまでの主な取組み内容】

（単位：万円） （％）

歳出額

令和４年度

人件費 人件費率

令和３年度平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

①山形県市町村職員研修所および最上広域における研修
・課長補佐級職員研修　・一般職員上級研修
・政策形成能力向上研修　・接遇研修
・住民満足度（CS）向上研修　・交渉･説得･調整技術研修
・交渉･折衝研修　・プレゼンテーション研修
・コーチング研修　・ファシリテーション研修
・モチベーションアップ研修 ・協働による地域づくり研修
・連携･協働力向上研修　・人事評価に係る評価者研修
・クレーム対応研修Ⅱ　・法制執務担当職員研修Ⅰ
・法制執務担当職員研修Ⅱ　・住民基本台帳担当職員研修
・税務（固定資産税課税）担当職員研修
・税務（市町村民税課税）担当職員研修
・地方公営企業担当職員研修 ・令和４年度新規採用職員研修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計43名受講
②町独自研修
・令和４年度メンタルヘルス研修
・令和４年度新規採用職員研修（計３回）
・情報セキュリティ教育研修 ・令和４年度ホームページ操作研修
・令和４年度デジタルを活用した行政事務効率化のための職員研修
・個人情報ファイル簿操作研修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 計281名受講
③その他研修
・令和４年度職員合同研修｢ワークライフバランス研修」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 計４名受講

　「住んでいる人が誇れるまちづくり『わくわく未来ふ

ながた』」の実現を目指し、舟形町定員管理計画を策定

し、適切な職員数の管理に取組んでいます。
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舟形町ではホームページを開設しています。

なかでも「Ｏｈ！ Ｎｅw  Ｎｅw  Ｎｅws」は新鮮な情報が満載。

▼舟形町ＨＰ  https://www.town.funagata.yamagata.jp

第
41
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

伊
藤
太
一
さ
ん
　
瑞
宝
単
光
章

山
形
県
健
康
推
進
学
校
表
彰

最
優
秀
校
　
舟
形
小
学
校

　
10
月
15
日
、
東
京
交
通
会
館

（
千
代
田
区
）で
移
住
担
当
者
が

舟
形
町
へ
の
移
住
・
定
住
に
向

け
た
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

「
や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

カ
フ
ェ
最
上
」
で
町
を
Ｐ
Ｒ

　
11
月
30
日
、
ま
ち
づ
く
り
審

議
会（
会
長
　
信
夫
貴
吉
さ
ん
）

が
町
に
公
共
交
通
に
関
す
る
建

議
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
公
共
交
通
に

向
け
て

　
12
月
12
日
、
舟
形
小
学
校
で

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
み

な
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
３
年

生
が
豆
腐
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
12
月
７
日
、
東
北
管
区
警
察

局
長
・
東
北
交
通
安
全
協
会
長

連
名
表
彰
を
受
彰
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
功
労
者
表
彰
伝
達
式

小
野
寺
新
一
さ
ん（
舟
形
第
２
）

　
12
月
７
日
、
県
警
察
本
部
長

・
県
交
通
安
全
協
会
長
連
名
表

彰
を
受
彰
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
功
労
者
表
彰
伝
達
式

山
科
忠
昭
さ
ん（
富
田
第
２
）

　
12
月
７
日
、
最
上
地
区
防
犯

協
会
連
合
会
長
・
新
庄
警
察
署

長
連
名
表
彰
を
受
彰
し
ま
し
た
。

防
犯
功
労
者
表
彰
伝
達
式

高
橋
勤
さ
ん（
長
沢
第
３
）、

伊
藤
勲
さ
ん（
堀
内
）

　
11
月
８
日
、
ほ
ほ
え
み
保
育

園
で
か
も
し
か
ク
ラ
ブ
が
行
わ

れ
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
を
講
師
に
招
き
反

射
材
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｆ
の
夜
光
反
射
材
効
果

を
園
児
が
体
験

　
11
月
27
日
、
Ｊ
Ａ
お
い
し
い

も
が
み
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
山
形
か

ら
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
基
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
事
故
防
止
の
た
め

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
寄
贈

　
12
月
３
日
、
冬
に
備
え
て
消

防
ポ
ン
プ
と
消
防
施
設
の
保
守

点
検
を
実
施
し
、
有
事
に
即
応

で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

冬
季
消
防
ポ
ン
プ
性
能
検
査

を
実
施

食
農
・
食
育
事
業

舟
形
産
大
豆
で
豆
腐
作
り

　伊
藤
太
一
さ
ん
（
幅
）
は
、
昭
和
４６

年
４
月
に
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
士
を
拝
命
。
最
上
消
防
分
署
長
、

舟
形
消
防
分
署
長
を
歴
任
し
、
火
災
予

防
思
想
の
普
及
啓
発
活
動
、
警
防
活
動

の
基
本
体
制
等
の
基
礎
作
り
を
図
る
と

と
も
に
、
管
内
の
防
火
防
災
体
制
の
指

導
、
改
善
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
１１
月
７
日
に
瑞
宝

単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
は
、
著
し
く

危
険
性
の
高
い
業
務
に
精
励
し
た
方
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　１１
月
２２
日
、
舟
形
小
学
校
が
「
山
形

県
健
康
推
進
学
校

　最
優
秀
校
」
と
し

て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
心

身
と
も
に
健
康
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も

の
育
成
の
た
め
に
、
担
任
、
養
護
教
諭
、

栄
養
教
諭
、
外
部
講
師
な
ど
が
連
携
し

て
学
校
保
健
活
動
に
取
組
み
、
ま
た
、

家
庭
や
地
域
と
連
携
し
、
セ
ー
ブ
メ
デ

ィ
ア
週
間
を
設
け
る
な
ど
の
取
組
み
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
叶
内
実
佳
養

護
教
諭
は
「
家
庭
や
地
域
の
み
な
さ
ん

に
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
取
組
ん
で

き
た
実
績
が
認
め
ら
れ
う
れ
し
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
！

高
齢
者
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

舟
形
町・東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

合
同
非
常
災
害
対
策
訓
練

　１１
月
１５
日
、「
災
害
時
の
協
力
に
関
す

る
協
定
」
に
基
づ
き
町
と
東
北
電
力
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
合
同
で
の
非
常
災
害
対

策
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
大
雪
に
よ
る

倒
木
を
原
因
と
し
た
停
電
発
生
を
想
定

し
、
電
源
供
給
訓

練
、
情
報
共
有
訓

練
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
も
連

携
し
、
災
害
に
備

え
て
い
き
ま
す
。

　１１
月
２２
日
、
舟
形
町
高
齢
者
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
な
ど
約
１
２
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
舟
形
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
が
主
催
す
る
こ
の
催
し
で
は
、

各
ク
ラ
ブ
が
練
習

を
重
ね
た
歌
や
踊

り
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
が
披
露

さ
れ
、
大
い
に
会

場
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

親
子
で

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

世
田
谷
区
主
催

各
自
治
体
と
の
意
見
交
換

　１２
月
８
日
、
東
京
都
世
田
谷
区
で
開

催
さ
れ
た
自
治
体
間
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
森
町
長
が
参
加
し
、
豪
雨
災
害
等
を

通
し
た
地
域
と
の
共
助
を
テ
ー
マ
に
豪

雨
災
害
と
災
害
復
旧
な
ど
に
つ
い
て
事

例
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
各

自
治
体
の
課
題
を

テ
ー
マ
に
解
決
策

や
方
向
性
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　１１
月
１１
日
、
舟
形
小
学
校
４
年
生
の

学
年
行
事
を
学
年
委
員
が
町
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
会
と
と
も
に
企
画
し
、「
親

子
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
児

童
と
保
護
者
は
、

モ
ル
ッ
ク
や
健
康

吹
き
矢
な
ど
、
初

め
て
体
験
す
る
種

目
が
多
い
中
、
み

ん
な
で
楽
し
み
ま

し
た
。

ふ
な
っ
子
デ
ザ
イ
ン
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

舟
形
小
学
校 

Ｙ
Ｂ
Ｃ
読
書
感
想
文

「
学
校
賞
」
受
賞

　高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
ふ

な
っ
子
（
代
表

　八
鍬
瑠
空
さ
ん
）
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
、

今
年
も
舟
形
町
河
川
公
園
の
「
あ
ゆ
っ

こ
ふ
れ
あ
い
橋
」
に
飾
り
付
け
ら
れ
、

冬
の
夜
を
彩
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

は
、
令
和
６
年
２

月
末
ま
で
点
灯
す

る
予
定
で
す
。

　１１
月
１１
日
、
第
５６
回
Ｙ
Ｂ
Ｃ
読
書
感

想
文
「
本
の
森
た
ん
け
ん
」
で
、
舟
形

小
学
校
が
団
体
賞
で
あ
る
「
学
校
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
伊
藤
久
仁
子
地
域

学
校
協
働
活
動
推
進
員
は
「
読
書
感
想

文
を
通
じ
て
児
童

の
成
長
が
感
じ
ら

れ
て
、
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
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11
月
10
日
〜
19
日
に
中
央
公
民
館
で
開
催

し
た
舟
形
町
総
合
文
化
展
に
は
、
多
数
の
作

品
が
出
展
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
が
見
に
来

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
作
品
に

来
場
者
か
ら
感
想
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

〜
来
場
者
か
ら
い
た
だ
い
た
感
想
〜

「
毎
年
楽
し
み
に
見
に
来
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
考
え
て
い
る
こ
と
や
将
来
の
夢
な

ど
が
作
品
や
文
章
か
ら
見
て
と
れ
て
う
れ
し

い
で
す
。
施
設
の
方
々
の
作
品
も
素
敵
で
し

た
」「
初
め
て
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
き
ま

し
た
。
ど
の
作
品
も
素
晴
ら
し
く
、
と
て
も

い
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
」

　
来
年
度
も
み
な
さ
ん
の
力
作
の
出
展
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　
舟
形
町
教
育
課
社
会
教
育
係

　☎（
32
）２
２
４
６

舟
形
町
総
合
文
化
展
、

来
場
者
の
声

ご意見
紹介

まちづくり課 企画調整係
☎（32）0104

まちの話題、疑問、質問、提言、意見のほか、会員募集やイラストなど何
でも結構です。広報紙上でできるだけ紹介します。

kikakupr@town.funagata.yamagata.jp

　だ
ん
だ
ん
と
冷
え
込
ん
で
き
ま
し
た
。

雪
が
多
い
地
域
で
の
生
活
は
初
め
て
な
の

で
、
先
日
、
ス
コ
ッ
プ
、
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ

な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
雪
か
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
地
域
の
方
に
教
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
雪
と
の
生
活
に
向
け
て
意
気

込
む
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　今
月
は
鮭
の
採
捕
場
の
ウ
ラ
イ
を
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
鮭
の

そ
上
が
少
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

取
材
の
当
日
は
１０
匹
以
上
採
捕
し
、
大
き

な
網
で
す
く
い
上
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
漁
協
の
み
な
さ
ん
は
、
手
際
よ
く
鮭

を
処
理
し
、
ふ
化
さ
せ
る
た
め
の
採
卵
と

受
精
の
作
業
を
行
な
っ
て
い
て
、
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
野
地
内
に
柿
の
取
材
に
も
行
き

ま
し
た
。
野
地
内
で
は
一
家
に
一
本
と
言

え
る
ほ
ど
、
柿
の
木
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
な
ぜ
こ
の
地
域
に
は
柿
の
木
が
多

い
の
か
聞
い
て
回
り
ま
し
た
が
、
こ
の
日

は
詳
し
く
知
る
方
に
は
出
会
え
ず
（
昔
は

売
っ
て
歩
い
た
そ
う
）
、
い
つ
か
謎
を
ひ

も
と
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

柿
の
木
を
使
っ
た
何
か
新
し
い
モ
ノ
を
作

れ
れ
ば
面
白
そ
う
だ
な
、
と
も
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

 

佐
藤

　浩
二

▼
問
い
合
わ
せ
／

　舟
形
町
ま
ち
づ
く
り
課
地
域
支
援
係

　☎
（
３２
）
０
１
０
４

〜
地
域
お
こ
し
協
力
隊
コ
ラ
ム
〜

舟
形
見
聞
録第９

話

「
冬
の
始
ま
り
」

インスタグラムは
こちら

舟形町ホームページ
（総合文化展）

【問い合わせQR】

次の期間が休業となります。

公共施設等の年末年始業務のお知らせ

▼舟形町役場

▼舟形町中央公民館

▼舟形町生涯学習センター

▼舟形町Ｂ＆Ｇ海洋センター

▼舟形町農村環境改善センター

▼舟形・大蔵共立うど山斎場

▼リサイクルプラザもがみ

▼エコプラザもがみ

………………………

………………

………

……

…

……

………

………………

１２月２９日（金）～１月３日（水）

※各種証明等、必要な場合は事前にご相談ください。

※期間中も出生、死亡、婚姻などの戸籍届出はできます。

☎（３２）２１１１

１２月２８日（木）午後５時～１月３日（水）

☎（３２）２２４６

１２月２８日（木）午後５時～１月３日（水）

☎（３２）１８８０

１２月２８日（木）午後５時～１月３日（水）

☎（３２）３５０１

１２月２８日（木）午後５時～１月３日（水）

☎（３２）１８８５

無休

☎（７５）３１７０

１２月３０日（土）～１月３日（日）

☎（３２）２０４２

１２月３０日（土）～１月２日（火）

☎（２２）３８３８

～山形ウェディング協会主催「夢婚」～

県内在住で「結婚式を挙げていない」お二人に
　ご夫婦が希望する挙式をプレゼントします
山形のみなさんに、そして未来の子どもたちに結婚の素晴らしさを伝えたい。
いい結婚式が良い家族を創り、いい家族が良い社会を創る。
結婚式の素晴らしさを共有し、感謝の気持ちを伝え合う特別な時間をつくることを目指し、
様々なご事情で結婚式を挙げられなかった夫婦を対象に、夢の結婚式をプレゼントします。

▼応募対象者／県内在住で結婚式を挙げていないお二人
▼応　募　条　件／令和６年12月31日まで結婚式を挙げていただける方
▼〆　　　切／令和６年 ３月31日（日）
▼申込み・問い合わせ／山形ウェディング協議会事務局　☎023（672）0330

ウライで捕獲された鮭（富田地内）

たわわに実る柿（野地内）
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11月21日（火）
の給食 

新
刊
書
の
紹
介

（
舟
形
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）

はらぺこサンタの
クリスマス
作／はらぺこめがね

図書室にない本も
借りることができます
お探しの本がない場合、
中央公民館をとおして山
形県立図書館の資料を借
りることができます。詳
しくは中央公民館にご相
談ください。

町中央公民館図書館
蔵書数 9,488冊
（令和５年11月時点）

　ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
日
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
つ
め
て
大
慌
て
で
飛
び
出
し
ま
す
。
な
に
も

食
べ
ず
に
飛
び
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
見
る
も
の
な

に
も
か
も
が
食
べ
物
に
見
え
て
き
て
。
ク
リ
ス
マ
ス
に

お
す
す
め
の
絵
本
で
す
。

妻
が
声
外
気
中
に
も
ひ
と
き
わ
高
く

会
う
人
ご
と
に
元
気
問
う
声

　
　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　佐

　藤

　和

　夫
（
西

　
　堀
）

千
風
会
【
父
母
の
教
示
を
し
の
ぶ
】

嫁
ぐ
日
の
母
の
言
葉
を
胸
に
秘
め

心
の
宝
と
人
生
歩
む

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　渡

　辺

　幸

　子
（
紫

　
　山
）

姑
に
一
度
諭
さ
れ
な
ば
守
れ

母
の
忠
告
に
今
あ
る
幸
せ

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　森

　
　
　弘

　子
（
新
　庄
　市
）

ひ
や
酒
や
父
母
の
意
見
は
後
ほ
ど
効
く

「
昔
の
譬
へ
」
今
そ
身
に
沁
む

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　森

　
　
　勝

　広
（
舟
形
第
四
）

生
き
の
こ
り（
南
北
戦
争
時
の
）炭
坑
夫
・
農
夫
と
な
り
住
み

受
け
し
恩
情
を
忘
れ
ま
じ
と
父
母

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　畠

　山

　ひ
ろ
み
（
木

　
　友
）

未
知
の
地
に
嫁
ぐ
わ
れ
抱
き
母
告
ぐ
る

そ
の
郷
の
業（
風
習
・
習
慣
）に
良
く
従
へ
と

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　小

　野

　光

　子
（
真
　木
　野
）

お
こ
さ
か
ぶ
り
似
合
ひ
美
し
母
の
教
示

「
此
の
地
主
解
放
さ
」
を
糧
に
築
け
未
来
を

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　沼

　澤

　千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
第
四
）

わ
が
郷
の
初
雪
の
音
や
女
孫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　小

　野

　光

　子
（
光
風
）（
真
　木
　野
）

小
春
日
や
め
で
し
産
声
女
童
誕
生

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　沼

　澤

　千
鶴
子
（
千
岳
）（
舟
形
第
四
）

短

　歌

雪
マ
ー
ク
何
度
も
見
入
る
予
報
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　佐

　藤

　孝

　子
（
舟
形
第
二
）

雪
雲
の
迫
る
夕
暮
れ
落
着
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　大

　場

　小
夜
子
（
内

　
　山
）

明
日
雪
の
予
報
に
夫
と
一
輪
車

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　佐

　藤

　昭

　子
（
長
沢
第
一
）

紅
葉
映
ゆ
池
お
だ
や
か
に
瑞
厳
寺

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　柏

　木

　伸

　子
（
長
沢
第
三
）

忍
ぶ
れ
ば
ま
つ
毛
も
濡
れ
し
十
三
夜

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　髙

　橋

　ふ
き
子
（
長
沢
第
三
）

ぐ
み
の
木
や
九
つ
十
の
烏
瓜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　真

　見

　七

　生
（
舟
形
第
四
）

風
物
詩
軒
下
映
え
る
柿
の
れ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　永

　沢

　幸

　男
（
光
　生
　園
）

初
雪
が
ひ
ら
ひ
ら
と
舞
う
寒
い
朝

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　伊

　藤

　貴

　子
（
光
　生
　園
）

煤
払
い
天
井
見
て
腕
ま
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　五

　島

　
　
　健
（
光
　生
　園
）

い
ろ
り
ば
た
み
な
で
集
ま
り
ほ
っ
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　岸

　
　
　麻
理
子
（
光
　生
　園
）

白
銀
や
角
隠
し
す
る
実
南
天

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　奥

　山

　早
知
子
（
光
　生
　園
）

侘
び
寂
び
の
極
み
は
冬
の
枯
野
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　興

　
　
　珠

　子
（

　　野
　

　）

　当
季
三
つ
物
連
句

季
重
ね
は
句
に
あ
ら
ず
し
て
疼
く
風

　正
気
の
無
さ
に
恥
じ
る
冬
枯
れ

俳
諧
の
文
台
捌
き
補
す
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　北
陽
社

　
　井

　上

　玲

　虹
（

　　野
　

　）

　付
合
句

冬
枯
れ
野
か
ら
す
群
が
る
場
所
有
り
て

　興

　桃
月
（

　野

　）

　黙
と
声
な
し
荒
れ
た
る
農
地

　
　
　
　井
上
玲
虹
（

　野

　）

俳

　句

　
冬
至
に
は
、
日
本
で
古
く
か
ら
無
病
息
災
を
願
っ

て
食
べ
ら
れ
て
き
た
も
の
に
「
な
ん
き
ん
（
か
ぼ
ち

ゃ
）」「
れ
ん
こ
ん
」「
に
ん
じ
ん
」「
ぎ
ん
な
ん
」「
き

ん
か
ん
」「
か
ん
て
ん
」「
う
ん
ど
ん
（
う
ど
ん
）」の

七
種（
な
な
く
さ
）が
あ
り
ま
す
。「
ん
」
を
二
つ
含

ん
で
お
り
、
た
く
さ
ん
の
「
運
」
を
呼
び
込
め
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
旬
の
食
材
は
れ
ん
こ
ん
。
れ
ん
こ
ん
に
は
穴
が
開

い
て
お
り
、
将
来
の
見
通
し
が
良
い
と
い
う
縁
起
物

で
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／
食
育
・
地
産
地
消
推
進
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
☎（
３２
）０
９
４
７

１
月
の
食
育
・
地
産
地
消
デ
ー
は
１
月
20
日（
土
）

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
　
☎（
３２
）２
３
７
９

こ
の
事
業
は
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
い
ま
す

冬
至
12
月
22
日
〜
１
月
６
日

と
う 

じ

冬
至
は
昼
の
長
さ
が
、
一
年
で
一
番
短
い
日
。

第20話

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
コ
チ
ラ

▼
現
在
の
職
業
は
？ 

　
大
学
生

▼
自
分
を
一
言
で
言
う
と
？

　
マ
イ
ペ
ー
ス

▼
夢
は
？

　
後
悔
の
な
い
人
生
を
送
る
こ
と

▼
趣
味
は
？ 

　
ゲ
ー
ム
と
料
理

▼
舟
形
町
の
良
い
と
こ
ろ
は
？ 

　
の
ど
か
で
安
心
感
が
あ
り
、
特
産
品
が
お
い

　
し
い
と
こ
ろ
。

▼
10
年
後
の
舟
形
町
は
？ 

　
今
と
変
わ
ら
ず
、の
ど
か
で
安
心
感
の
あ
る
町
。

▼
尊
敬
す
る
人 

　
家
族

▼
祝
賀
式
を
迎
え
て
一
言

　
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
友
人
に
、

　
こ
れ
か
ら
も
感
謝
を
忘
れ
ず
に
日
々
が
ん
ば

　
っ
て
い
き
ま
す
。

豊
岡  

怜
央
さ
ん
（
長
者
原
）

れ
　
お

男
女
計
世帯

人口と世帯（11/30現在）
：2,340人
：2,442人
：4,782人
：1,827世帯

（－7）
（＋2）
（－5）
（－1）

男
女
計

選挙人名簿登録者数（12/1現在）
：2,057人
：2,146人
：4,203人

（  ）は前月比

Ｖol.20

二
十
歳
の
祝
賀
式
を
迎
え
ま
し
た
！

１月の納期
●国民健康保険税　第４期
●介護保険料　第７期
●後期高齢者医療保険料　第４期

※1月31日（水）まで忘れずに納付しましょう。

○10月のタバコ税は1,859,057円
○１月の舟形若あゆ温泉の休館日は
　　　　　　15日（月）・16日（火）・17日（水）

に
っ
ぽ
ん
い
ち

ハンチバック
著／市川沙央

　井
沢
釈
華
の
背
骨
は
、
右
肺
を
押
し
潰
す
か
た
ち
で

極
度
に
湾
曲
し
て
い
る
。
釈
華
は
、
両
親
が
終
の
棲
家

と
し
て
遺
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
十
畳
ほ
ど
の
自
室

か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
言
葉
を
送
り
出
し
て
い
く
。
第
1
6

9
回
芥
川
賞
受
賞
作
。

　
11
月
21
日
に
、
小
・
中
学
校
で
お
米
の
食
べ
比

べ
給
食
を
実
施
し
ま
し
た
。
い
つ
も
給
食
の
お
米

を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る（
株
）大
場
惣
吉
商
店

（
代
表
取
締
役
　
大
場
宗
一
さ
ん
）
を
招
き
、
今

回
の
給
食
で
提
供
し
た
つ
や
姫
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

品
種
の
違
い
や
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
由
来
な
ど
に
つ

い
て
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

牛乳

フルーツヨーグルト和え

（舟形産つや姫・コシヒカリ）
塩おにぎり

（舟形産合鴨､白菜､ねぎ､
　マッシュルーム使用）

舟形いも煮

れ
ん
こ
ん
と
ハ
ム
の
サ
ラ
ダ

●
材
料

れ
ん
こ
ん
　
　
　
２
０
０ｇ

（
下
味
：
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、

  

酢
、
塩
コ
シ
ョ
ウ
適
量
）

ロ
ー
ス
ハ
ム
　
　
　
　
３
枚

ド
レ
ッ
シ
ン
グ

（
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
小
さ
じ
２
、

  

ヨ
ー
グ
ル
ト
大
さ
じ
１
、

  

塩
コ
シ
ョ
ウ
少
々
）

●
作
り
方

①
れ
ん
こ
ん
は
薄
く
切
り
、
水
に
さ
ら
す
。
ロ
ー
ス

　
ハ
ム
は
幅
３
㎜
く
ら
い
に
き
ざ
む
。

②
沸
騰
し
た
お
湯
に
塩
、
酢
（
適
量
）
を
加
え
、
れ

　
ん
こ
ん
が
透
き
と
お
る
く
ら
い
ま
で
ゆ
で
、
水
を

　
切
り
、
下
味
を
つ
け
、
冷
ま
す
。

③
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
材
料
を
合
わ
せ
、
れ
ん
こ
ん
、

　
ロ
ー
ス
ハ
ム
を
和
え
る
。

※

ヨ
ー
グ
ル
ト
を
入
れ
る
こ
と
で
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
分

　
量
を
減
ら
し
、
塩
分
と
カ
ロ
リ
ー
を
カ
ッ
ト
で
き

　
ま
す
。

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

　広
報
ふ
な
が
た
１１
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　１８
ペ
ー
ジ

　① 

誤
）
秋
の
夜
長
の
に
ぎ
わ
ふ
夕
飯

　
　

 

正
）
秋
の
夜
長
の
に
ぎ
わ
ふ
夕
餉

　② 

誤
）
も
み
じ
葉
を
映
し
消
へ
ゐ
る
深
き
湖  

正
）
も
み
じ
葉
を
映
し
冴
へ
ゐ
る
深
き
湖

　③ 

誤
）
村
々
の
た
わ
ゝ
色
づ
く
木
守
下
記

　正
）
村
々
の
た
わ
ゝ
色
づ
く
木
守
柿

す
み 

か

し
ゅ
う
と
め

さ
と

お

　や

ご
う

さ
と

う
ま

ま

　ご

あ

　こ

く

　る

　し

た
と

こ  

ー  

ふ
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１月の主な行事予定
町消防出初め式・安全祈願祭
　　　　（中央公民館・本町通り）

新春町民なわとび大会
　　　　　 （B＆G海洋センター）

小学校スキー記録会（舟形小学校）

７日

21日

26日

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
５
類
に
移
行
さ
れ
、
様
々
な
行

事
や
イ
ベ
ン
ト
が
再
開
さ
れ
た
今

年
。
み
な
さ
ん
は
い
か
が
過
ご
さ

れ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
私
に
と
っ
て
は
、
カ
メ
ラ
越
し

に
マ
ス
ク
の
無
い
笑
顔
に
多
く
出

会
え
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
の
素
敵
な

笑
顔
に
出
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　
寒
さ
は
厳
し
く
な
っ
て
い
き
ま

す
が
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
。
来
年
も
広
報
ふ
な
が

た
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　 

（
ゆ
う
）

あ
と
が
き

　第
４
回
縄
文
の
女
神
ペ
ー
パ
ー

ク
ラ
フ
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
応
募
総
数
１
３
４
作
品

●
小
学
生
部
門

　最
優
秀
賞

　斎

　藤

　
　
　奏

　優
秀
賞

　
　石

　塚

　煌

　心

　
　
　
　
　
　沼

　澤

　小

　夏

　審
査
委
員
長
特
別
賞

　
　
　
　
　
　三

　浦

　
　
　雛

　
　
　
　
　
　植

　松

　実

　咲

　縄
文
賞

　
　菊

　地

　美

　陽

　入
選

　
　
　浅

　沼

　新

　菜

　
　
　
　
　
　阿

　部

　き

　い

●
中
学
生
部
門

　最
優
秀
賞

　大

　場

　吾

　朗

　優
秀
賞

　
　津

　藤

　倫

　仁

　
　
　
　
　
　木

　島

　幸

　紀

　審
査
委
員
長
特
別
賞

　
　
　
　
　
　八

　鍬

　遥

　香

　
　
　
　
　
　奥

　山

　莉

　来

　
　
　
　
　
　叶

　内

　悠

　慎

　縄
文
賞

　
　沼

　澤

　直

　太

　
　
　
　
　
　結

　城

　ふ
み
子

　
　
　
　
　
　進

　藤

　美

　生

●
一
般
部
門

　優
秀
賞

　
　木

　島

　真

　紀

　縄
文
賞

　
　沼

　澤

　飛

　鳥

▼
問
い
合
わ
せ
／

　舟
形
町
教
育
課
社
会
教
育
係

　☎
（
３２
）
２
２
４
６

第４回

小学生部門

中学生部門

一般部門

デザインコンテスト
縄文の女神ペーパークラフト縄文の女神


